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中 日協力での “バイオ プ リケ ッ トテス ト” に関す る

98－99年 度の報告書

“バ イオ ブ リケ
ッ トテス ト” とい うプ ロジェク トは中 日双 方の共同で締結 され だ関連

協議 に基ずいて、推 し進 め られた煤塵大 気汚染 につ いての研 究、汚染防止を行 う環 境保護

技術協力項 目であ る。

  1998年1月 に、沈陽市環境保護 局 と 日本慶應義塾大学 とはバイオ プ リケ ッ ト実験

装置 に関す る合意書 を締結 した。 合意書 によ り、 日本側は沈陽環境科学研 究所 にバイオブ

リケ ッ ト実験装 置(ブ リケ ッテイ ングマ シン、ハ ンマ ミル、 ロー トプ レックス、 タ ブ レッ

トなど)を 寄 贈 して くれ た。 同年7月 に、 本装 置を据 え付 け完了後、 日本 ホ ソカ ワ ミクロ

ン株式会社 の専 門家 らは現地試運転を してか ら、中国側 の実験 グループは計画の通 りに、

本 プロジェク トの各実験仕事 を し始 めて いた。即 ち、a、 原料炭 の選択 とバイオ マスの篩

分 け、b、 異 なる石炭配合の ブリケ ッテイ ング、燃焼実験 、 c、 バイオブ リケ ッ トの生産

コス ト概算 などをや った。上記の ことを完了 した と同時 に、用途 の違 ったバイオ ブ リケ ッ

ト製 品を合計6ト ン販売 したが、そ して、試験 結果 とユーザーの意見 によって、 それか ら

の仕事計画を制定 していた。

  本 プロジェク トは中 日双方 の関係あ る方 々の共同的な努力 と緊密 な協力 によ って、大

体 に98－99年 度 のテス ト計画を完成 し、期 待 した 目的に達 した。

1、 原料炭の選択とバイオマスの篩分け

1.1 原料炭の選択

沈陽市とそのまわ り地域における石炭資源の具体的な状況を考えて、私たちは撫順歴

青炭、紅陽無煙炭、213炭 鉱褐炭、沈北褐炭、鉄法歴青炭を選択 して、バイオブ リケット

の原料炭 として使 った。同時に、日本側の要請に従 って、西馬炭鉱の高硫黄無烟炭 もバイ

オブリケッ トの試験用炭 としていた。

それ らの理化性能指標は表1－1に 示された。
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瀋 陽市、大気汚染、バ イオブ リケ ッ ト、成型性 、経 済性

概 要

1988年 に慶應義塾大学が導入 したバイオブ リケ ッ ト製造装置を駆使 して、ス トーブ用バイオ

ブ リケ ッ ト8種類 、ボイラー用バイオブ リケッ ト8種類 、高硫黄バイオブ リケ ッ ト3種類の製造

を試みた。高硫黄バイオブ リケ ッ トのみ1種 類 しか成形できなかったが、他 は圧縮強度か ら使

用 に耐 えるバイオブ リケ ッ トを試作することに成功 した。

 高硫黄バイオブ リケッ トを除 く2種 類のバイオブ リケ ッ トをレス トラン調理用、浴場 ボイラ
ーな どで燃焼 し

、脱硫性能お よびばい じん発生量削減で効果 を確認 した。 しか し大型ボイラー

では着火性が一様でない、ボイラー中のバイブ リを載せている平行棒 の中が25nunと 広いので

バイブ リが落下す るな ど改善すべ き点 も明らかになった。

 また、バイオブ リケ ッ トの経済性 の見通 しを明 らかに した。

#1 中国瀋陽市環境保護局

#2 中国瀋陽市瀋陽環境科学研究所



表1一 一1 原料炭の理化性能指標
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  1.2 バ イオ マスの篩い分 け

  沈陽地域で は、バ イオマス資源が 非常 に豊かで、農業副産品のとうもろこし茎、豆茎、籾殻
モロ コシ茎 など、木材加工 の鋸屑、鉋屑 な どは出所が広 く、量 が十分 であるが、試験 のバ
イオ マス と して、取 り易 い トウモ ロコシ茎 と鋸 屑 しか選ば なか ったのであ る。

  2、 石炭 配合 とブ リケ ッテイング試験

    バイオ ブ リケ ッ トの異 なる用途(そ れぞれボイラー、 窯炉、 ス トー ブなどの燃焼器
に使 う)に もとず いて、石炭の配 合によ って、それの発熱量:、揮 発分、価格、燃焼特性

を押 さえ ることがで きた。           0

  2.1 ス トー ブ用バイオ ブ リケ ッ トの石炭配合

  ス トー ブに使 われたバイオ ブ リケ ッ トは値段が低 ければ、発熱量が低 くて もいいと言われた
ので、 一般 では、紅陽無煙炭が多 く、撫順歴青炭 が少 な く、 しか も、少 し褐炭 を入'

れて、揮 発分 を25%以 下 に押 さえた ものである。バイオ ブ リケ ッ トの石炭配 合 は表2一 一1

に示 された。

表2-1 ス トー ブ用バ イオ ブ リケ ッ トの石炭配合 (%)
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2.2 ボイラー用バイオ ブ リケ ッ トの石炭配合

ボイラー に使 われ るバイオ プリケ ッ トは十分 な発熱量 とわ りに高 い揮 発分が必要 であ
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るので、撫順歴青炭 を多 く、紅陽無烟炭 と213炭 鉱褐炭 を少 し使 い、揮発分を25-30%に

押 さえ たと していた。 その石炭配合は表2-2に 示 され た。

表2-y一 一一2 ボイラー用バ イオ ブ リケ ッ トの石炭配合(%)
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  2.3 窯炉 用バイオ ブ リケ ッ トの石炭配合

  窯炉用バイオ ブ リケ ッ トの発熱量 と揮発分はわ りに高 いと必要であ るので、発熱量 は
5000kca1/k1以 上、揮 発分 は約35%と してお り、 窯炉 の燃焼特性 によ り、撫順歴青炭が多

く、バイオマスの加入量 を適当 に低減す ると していた。 窯炉用バイオ ブ リケ ッ トの石炭配

合 は表2ｮ3に 示 された。

   表2-3     窯炉用バ イオ ブ リケ ッ トの石炭配 合 (%)
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  2.4 高硫黄バイオブリケッ トの石炭配合
  日本側か ら提出された、硫黄含有量のわりに高い石炭 に成形及び燃焼試験研究を行う
べ きであるという要求に基ずいて、私たちは紅陽無烟炭、西馬無烟炭を選択 して成形 と燃

焼試験をやっていた。その結果は表2一_4に 示された。

    表2-4   高硫黄バイオブリケッ トの石炭配合 (%)
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プでの燃焼試験

石炭にっいて、それぞれス トー ブでの燃焼試験を
O

トー ブでの燃焼試験結果
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  4、 試験結 果について

  4.1成 型試験結果 にっ いて

  成型試験結果(表2-1、2一 一2、2-3、2一 一4)か ら分か るよ うに、

  (1)撫 順歴青炭、紅陽無煙炭の成 形効果がよ く、沈北 、213炭 鉱褐炭がそれよ り一 寸

悪 く、鉄法歴青炭、西馬無烟炭の成形効果がよ くなか った。

  (2)ト ウモロコ シ茎 は鋸屑よ り成形 効果がよか った。 トウモロコ シ茎 で圧縮 し製造 し

たバ イオ ブ リケ ッ トは反発性 が小 さ く、表面が滑 らかで あ り、割れ 目がなか った。

  (3)バ イオ ブ リケ ッ トの圧縮強度 は約30一一一60kg/個 で、輸送、貯蔵、使用などに耐え

る。バイオ ブ リケ ッ トの始 めの圧縮強度 は約30-40kg/個 で、成形 後4一 一一15日に、 それが

40-60kg/個 に高 め られた。 その原因 は生石灰 が消石灰 にかえ られたと、炭酸 ガスを吸収

して炭酸 カル シウムにかえ たか らであ ると考え られ る。

  (4)試 験か ら、・燃料 の成形水分 がバイオ プ リケ ッ ト強度 に影響 を与 え る主 な要素で あ

るとい っそ う分か った。水分が5%よ り高 い時に、不成形 にな り、 しか し、水分が低す ぎ

て、蒸気 で乾燥 した ら、動力消費が わ りに高 くなる。 それで、大規 模な生産では、エネル

ギー 消費の低い乾燥器(例 えば、乾燥窯)を 使 って、 コス トを少な くすべ きである。

  4.2 燃焼試験結果 にっ いて

  燃焼試験 結果(表3-1、3-2、3-3、)か ら分か るよ うに、

  (1)バ イオ プ リケッ トの発熱量 は石炭配合 によ って3500-5000kca l/kgま でに高 め ら

れ、それで、生産、生活 などの要求 に満足させ る。

  (2)バ イオ ブ リケ ッ トを燃焼 した煤塵、SOsの 排 出量 はいずれ も石炭を

燃焼 したよ り約60%減 少 され た。

  (3)バ イオ ブ リケ ッ トを燃焼 した灰 の残炭量 は石炭 を燃焼 したよ り約5%減 少 された

  (4)バ イオ ブ リケ ッ トの燃焼特性が よ く、着火 しやす く、炎が長 く、煤塵が な く、通

気性がよ く、 燃焼完全、省エネルギー、 そ して、排気 を処理 しな くて も、排 出標準に達す

ることが で きる。 その ために、バ イオ ブ リケ ッ トで は大 きな潜在市場を持 って いるが、開

発 しなけれ ばな らない。

  (5)バ イオ ブ リケ ッ トが チエー一ン ・ボイラー での燃焼 か ら見 れば、 それが着火 しに く

く、未燃区間 になってお り、 そのために、 チ.7.__.ンの運転 速度 を改 め、十分 な着 火時間を
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保持すべ きであ り・ それか ら・ さらに研 究を して・バイオ ブ ソケ ッ トをボ イrト 生産での

要求 に満 足させなければな らない。

  5、 バ イオブ リケッ トの生産 コス トの概算

  5.1 ボイラー用 バ イオ ブリケ ッ トの生 産 コス トの概算

  5.r. f 原材料の消費

  原材 料価格 は市場 の平均価格で概算 して お り、本 プロジェク トの主 な原材料 は撫順石

炭、紅陽混 合炭、植物茎、石灰 などを使 った。 それを表5一 ヨ に示あ され た。

  表5-1 パイオ ブ リケ ッ ト生産原材料の消費 にの計算表(生 産規模 は3万it./年)

譲 ご 万饗欝羹蹙轟 一
嘩塑 蟹'“ ↓」三L.L壟L‡ 」 塁紅 ユ壟堕_塑 」

}薯包海 ←}÷…一盤 十÷ 卑 畿1
一 一一 一一一 一一 一 一 ・一一一___一 一_.__一___.一 一一______.一_⊥_.__.__ 一一_._⊥__________._j

 *原 材料輸送 での損耗率 は3%で 、石炭 の含水率 は10%で 計算 して、原材料消

  費 は合計427.3万 元/年

5.1.2 電力費用

年間電力消費量=200×16x300二96万kw

 (実際 的パ ワー一の200kw、 年間生産30G日 、1日16時 間の生産で計算)

年 間電力要求量 二96× α6=576万 元(電 力 はlkwご と0.6元 で計算)

5.1.3 原料乾燥費

乾燥窯 を使 って、煙ガスで乾燥 してお り、毎 トン石炭の乾燥 コス トは10元 である。

年間原料乾燥費 二10x25800=25.8万 元

  5.1.4 日本側か らの設備減価償却 費

  (1)装 置 の減価 償却 費

  装置の減価償却 期間は10年 間で計算 して、そ して、 バイオ ブ リケ ッ ト生 産装置の国産

化 を実現 してか ら、総価値1部00万 元 人民幣 を上回 らな くなり、それで、生産装置の価値
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は300万 元 で計算す ると してい る。

  毎年 の装 置の減価償却 費鵲300÷10=30万 元

  (2)国 内での補助建物、設 備、車 両の減価償却

  年間減価償却費 は25.9万 元である。

  毎年 の減価償却費総額 は55，9万 元である。

  5.1.5 原料輸送費

  年 間での原料輸送 は32400tで あり、 トンずっの輸送 費は15元 で計算 す る。

  年間輸送 費=32400×15コ48.6万 元

  5.1.6 従業員の賃金

  定員は20人 で計算 し、月平均賃金 は800元 で、そ して、三 っの保険 は賃金の30%で 計

算す る。

  年 間賃 金支 出0800x20×(1+30%)×12=25. O万 元

  5.1.7 管理費を販 売所得の4%で 引出 し、年 間管理 費は31.2万 元 である。

  以上 の合計 は671.4万 元で(表5-2>、 バイオブ リケ ッ ト/tの コス トは223.8元 で

る。

     表5一 一2   バイオ ブ リケ ットの コス ト概算表

餌 纛 璽 ド緊;響二 IiI

賤斑 享]
rlヤ劃÷國

5，2 ス トー一ブ用 バ イ オ ブ リケ ッ ト生 産 コス トの概 算
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  原料炭 の年 間資金消費は357万 元 で、製品 コス トは200 元/tで ある。

  6、 設 備の運転状況

  本 プ ロジェク トの主 な設備は七っ あ り、その 中、 ブ リケ ッテイ ングマ シン、 ロー トブ

レックス、ハ ンマ ミル、タブ レッ トは 日本ホ ソカワ ミクロ ン株式会社が造 った もので、混

合機 は三 山グルー プの もので、乾燥機、 ス ク リー ンは国内か らの発注品であ る。今 まで、

上記 の設備 は大 体正常 に運転 して きた0現 場 の試験従業者 らは育成、訓練 を経て、 これ ら

の設 備の使用 とメ ンテナ ンスを大体に身 に付けていた。

  ニケ月運転 してか ら、 ブ リケ ッテイ ングマ シンは下記の問題 があ らわれて いた。

  (1)ス.ク リュー ブイ・一ダにおける磨耗が ひど く、その磨耗量 は2.αlmに なったので、

圧縮効率低下 と成形率低下 を引き起 こさせ た所 に至 ったのである。(成 形率 く80%)

  (2)運 転の後期 に、 プ リケ ッテイ ングマシ ンでの ロー ルと繋 ぐギヤー箱はおか しい音

が出て、 その音 に伴 って、 ロー ルの電流やス ク リュー の電流 は同時 に上が り、 その時、ベ

ル トの運転 も停止 されたが、ス クリュ… の電流 を正常 に保持 した ら、 ロー ルのが電流が下

が り、 それで、バイオ ブリケ ッ トの強度 が急に下 がるよ うにな り、昨年 の11月4日 までに

成型装置 は順調 に運転で きないようにな って しま った。

  中国側の技術者 らは直ちにブ リケ ッテイ ングマシンのメー カー 日本 ホソカワ ミクロン

株式会社 に上記 の ことを通報 していた。当会社 は直 ぐ専門家溝 口健次先生 らを派遣 して き

て、 当年12月9日 に、試験現場 に着 き、 ブ リケ ッテイ ングマシ ンの検査 と修理 を行 ってい

た、皆 のお蔭様で、 目下、設備が順調 に運転 してい る。

  7、 バイオ ブ リケ ッ ト製品の販売状況

  試験 中 に、ユー一一ザー の意見 と要求 に基ず いて、絶えずに石 炭配 合を調整 した りして、

しか も・ 沈陽黄金学院・沈陽鉄路分局所轄 のある会社の風 呂場 、沈陽三葉実業有限会社及

び沈陽市東陵区渾河駅郷金家湾村 プラスチ ック野菜ハ ウスなどで燃焼試験 を行 って いた。

その結果か ら表明 されたよ うに、ユー ザー はバイオ ブ リケ ッ トの品質が大 体いいといわれ

て いたと同時1こ、い くらの提案 を出 して くれた。 例えば、当面のバイオ ブ リケ ッ トでは粒

度が少 し小 さ く、炉格子の隙の大 きいボイラー 、大 きな竈 などの燃焼設 備で燃焼 す る時、

格子の隙か ら落 ち りやす く、バイオブ リケ ッ トの粒度を大 きく して、各種類の炉格子 の使

用要求 などに適 用す るよ うに しなければ な らないとい うことであ った。

  8、 バイオ ブ リケ ッ トに関する1999一 ・2000年度の工作計画

  (1)バ イオ ブ リケ ッ トの成形、燃焼試験 及び熱効率試験 を系統的 に行 い、石炭の配 合

                   8



割合をよ くして、各種類の燃焼設備で の使用要求 を満足 させる。

  (2)各 種類の石炭配合 の成形試験 とそれ に見合 う分析検 出を系統 的に行 う。

  a.異 なる石炭配合 はバイオ ブリケ ッ トの品質(強 度、発熱量、燃焼特性、石炭 が ら

特性 など)へ の影響要素を探究すること。

  b.石 灰石 を脱硫剤 と しての成形、燃焼試験 を完成す ること。

  c.分 析検 出の手立てを完璧 し、石炭品質 の分析検 出と化学検査の範 囲を拡大 し、分

析の質を高 めさせ る こと。

  (3)バ イオ ナスの種類(稲 藁、籾殻、もろこし殻、豆殻 など)を 広 げたバイオ プ リケ ッ ト

の成形、燃焼試験 を行 う。

  (4)東 北、 内モ ンゴルなどの四省地域にお ける石炭 とバ イオマスの資源状 況を全面的

に、系統的 に調査 し、石炭の 含有量:が多 い地域 に即応 して、石 炭配合、成型及 び燃焼試験

を行 い、それで、 その地域 にバイオ プ リケ ッ トを推 し広 げた り、応 用 した りす るために基

礎 を築 く。

   (5)バ イオ ブ リケ ッ トの工業化試験を真面 目.に行 う。

   a.沈 陽市環境保護局 と協力 して、 日本の通 産省へ のバ イオ ブ リケ ッ トの工業 化生

産装 置の無償援助 の ことにつ いての申請を積極 的 にや ること。

   b.バ イオ ブ リケ ッ ト工場 を建設す ることに関す る実行性研 究、立件などを行 うこ

と  c.工 業化試生産を基礎 として、バイオ ブ リケ ッ トについて、おお ざっぱなアセス

メ ン ト(バ イオ ブ リケ ッ トコス トの計算、バ イオ プリケ ッ トへの要求量 の予測、総合的 な

経済分析、環境 アセスメン トなど)を 行 うこと。

   d.バ イオ ブ リケ ッ トを推 し広 げた り、応用 した りす る方面 において、技術 的、政

策的な提案を出す こと。

   (6)東 北、 内モ ンゴル などの四省地域 におけ る石炭資源、石炭品質、バイオマ スの

資激〔;   

._
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バイオ ブ リケ ッ ト製造装置運転記録  通 し番号(1)1998年8 月18日

         記入者(劉 志 群)'

1.原 料の石炭 の種類  (… 日の消費量  200キ ログラム)

  低品位炭(1キ ログラム 0.09元)、 中品位炭(1キ ログラム 0.13 元)

2.バ イオマスの種類  (一 日の消費量: 40キ ログラム)

  乾燥 トウモ ロコシの茎、葉 (1キ ログラム 0.08 元)

               (1キ ログラム 0.08 元)

3.脱 硫剤の種類  (一 日の消費量  10キ ログラム)

  石灰石(1キ ログラム    元)

  消石灰(1キ ログラム 0.04元)

4.運 転時間

  準備(1.5時 間)

  バイオマス製造時間(2時 間)  (電 圧 380v) (電 流  )

 後片ずけに要 した時間(0.5時 間)

5.バ イオブ リケ ッ ト生産量(180キ ログ ラム)

6.運 転人員 と役割分担 の内容(6 人)

 常 淑 蘭 さん の した仕事(石 炭の乾燥      ) (3 時間)

 蔡 昌 云 さんの した仕事(石 炭の粉砕      ) (1 時間)

  呂 司 鉄 さんの した仕事(バ イオマスの粉砕   )(3 時間)

 杜   娟 さん の した仕事(石 炭の混合攪拌    ) (1.5時 間)

 陳   梅 さん の した仕事(バ イオ ブ リケ ッ トの成型)(4 時間)

 劉 志 群 さん の した仕事(職 場 の管理   )(8時 間)

7.バ イオ ブ リケ ッ トが売れた場合 のデー タ
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バイオブリケ ット製造装置運転記録  通 し番号(2)1998年8 月20日

         記入者(齊 少 林)

1.原 料の石炭の種類 (一 日の消費量 250キ ログラム)

  低品位炭(1キ ログラム 0.10元)、 中品位炭(1キ ログラム    元)

2.バ イオマスの種類 (一日の消費量 50キ ログラム)

  乾燥 トウモロコシの茎、葉 (1キ ログラム 0.08元)

              (1キ ログラム 0.08元)

3.脱 硫剤の種類 (一日の消費量 12キ ログラム)

  石灰石(1キ ログラム    元)

  消石灰(1キ ログラム α04元)

4.運 転時間

  準備(1 時間)

  バイオマス製造時間(3時 間)  (電圧 380v) (電流  )

  後片ずけに要 した時間(0.5時 間)

5.バ イオブリケッ ト生産量(180キ ログラム)

6.運 転人員 と役割分担の内容(6 人)

  常 淑 蘭 さんのした仕事(石 炭の乾燥      )(3 時間)

  蔡 昌 云 さんのした仕事(石 炭の粉砕      ) (1 時間)

  呂 司 鉄 さんの した仕事(バ イオマスの粉砕   )(3 時間)

 杜   娟 さんの した仕事(石 炭の混合攪拌    ) (1.5時 間

 陳   梅 さんのした仕事(バ イオブ リケットの成型)(4 時間)

 齊 少 林 さんの した仕事(職 場の管理      ) (8 時間)

7.バ イオブリケッ トが売れた場合のデー・タ
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バイオブリケット製造装置運転記録  通 し番号(3)1998年8 月24日

         記入者 (劉 志 群)

1.原 料の石炭の種類  ←一日の消費量  300キ ログラム)

  低品位炭(1キ ログラム 0.11元)、 中品位炭(1キ ログラム 0.13 元)

2.バ イオマスの種類 (一日の消費量 55キ ログラム)

  乾燥 トウモロコシの茎、葉 (1キ ログラム 0.08元)

              (1キ ログラム 0.08元)

3.脱 硫剤の種類 (一日の消費量  15キ ログラム)

  石灰石(1キ ログラム    元)

  消石灰(1キ ログラム 0.04元)

4.運 転時間

  準備(1時 間)

  バイオマス製造時間(3時 間)  (電圧 380v) (電流  )

 後片ずけに要 した時間(0.5時 間)

5.バ イオブリケット生産量(293キ ログラム)

6.運 転人員と役割分担の内容(6 人)

 常 淑 蘭 さんの した仕事(石 炭の乾燥      ) (3 時間)

 蔡 昌 云 さんの した仕事(石 炭の粉砕      ) (1 時間)

 呂 司 鉄 さんの した仕事(バ イオマスの粉砕   )(3 時間)

 杜   娟 さんの した仕事(石 炭の混合攪拌    )(1.5時 間)

 陳   梅 さんのした仕事(バ イオブリケッ トの成型)(4 時間)

 劉 志 群 さんの した仕事(職 場の管理   )(8時 間)

7.バ イオブ リケッ トが売れた場合のデータ
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バイオブ リケ ット製造装置運転記録  通 し番号(4)1998年9 月7 日

         記入者(劉 志 群)

1.原 料の石炭の種類 (一日の消費量 350キ ログラム)

  低品位炭(1キ ログラム 0.09元)、 中品位炭(1キ ログラム 0.14元)

2.バ イオマスの種類 (一日の消費量 45キ ログラム)

  乾燥 トウモロコシの茎、葉 (1キ ログラム 0.08元)

               (1キ ログラム 0.08元)

3.脱 硫剤の種類 (一日の消費:量 18キ ログラム)

  石灰石(1キ ログラム    元)

  消石灰(1キ ログラム 0.04 元)

4.運 転時間

  準備(1時 間)

  バイオマス製造時間(3時 間)  (電圧 380v) (電:流  )

  後片ずけに要 した時間(α5時 間)

5.バ イオブ リケット生産量(318キ ログラム)

6.運 転人員と役割分担の内容(6 人)

  常 淑 蘭 さんの した仕事(石 炭の乾燥      ) (3 時間)

  蔡 昌 云 さんのした仕事(石 炭の粉砕      ) (1 時間)

  呂 司 鉄 さんの した仕事(バ イオマスの粉砕   )(3 時間)

 杜   娟 さんの した仕事(石 炭の混合攪拌    ) (1.5時 間)

 陳   梅 さんの した仕事(バ イオブリケッ トの成型)(4 時間)

 劉 志 群 さんのした仕事(職 場の管理      ) (8 時間)

7.バ イオブリケッ トが売れた場合のデータ
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バイオブリケ ット製造装置運転記録 通 し番号(5)1998年12月30日

          記入者(劉 志 群)

1.原 料の石炭の種類 (一日の消費量 300キ ログラム)

  低品位炭(1キ ログラム 0.11元)、 中品位炭(1キ ログラム 0.14元)

2、 バイオマスの種類 (一一日の消費量 60キ ログラム)

  乾燥 トウモロコシの茎、葉 (1キ ログラム 0.08 元)

               (1キ ログラム 0.08 元)

3.脱 硫剤の種類 (一 日の消費量 15キ ログラム)

  石灰石(1キ ログラム    元)

  消石灰(1キ ログラム 0.04元)

4.運 転時間

  準備(1.5時 間)

  バイオマス製造時間(3時 間) (電圧380v)(電 流  )

  後片ずけに要 した時間(0.5時 間)

5.バ イオブリケッ ト生産量(292キ ログラム)

6.運 転人員 と役割分担め内容(6 人)

  常 淑 蘭 さんの した仕事(石 炭の乾燥      ) (3 時間)

  蔡 昌 云 さんの した仕事(石 炭の粉砕      ) (1 時間)

  呂 司 鉄 さんの した仕事(バ イオマスの粉砕   )(3 時間)

  杜   娟 さんのした仕事(石 炭の混合攪拌    )(1.5時 間)

  陳 梅 さんのした仕事(バ イオ ブリケ ットの成型)(4時 間)

 劉 志 群 さんの した仕事(職 場の管理      ) (8 時間)

7.バ イオブ リケットが売れた場合のデータ

 沈陽黄金学院が500キ ログラム買 った。それは学生食堂の竈に使 った。

  1キ ログラム 0.23元で売れた。

 今 日売れたバイオブリケットの量  (500キ ログラム)
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バイオブリケッ ト製造装置運転記録  通 し番号(6)1999年1 月22日

         記入者  (齊 少 林)

1.原 料の石炭の種類 (一日の消費量 400キ ログラム)

  低品位炭(1キ ログラム 0.11元)、 中品位炭(1キ ログラム 0.17元)

2.バ イオマスの種類 (一日の消費量 70キ ログラム)

  乾燥 トウモロコシの茎、葉 (1キ ログラム 0.08元)

               (1キ ログラム 0.08元)

3.脱 硫剤の種類 (一 日の消費量 15キ ログラム)

  石灰石(1キ ログラム    元)

  消石灰(1キ ログラム 0.04元)

4.運 転時間

  準備(1.5時 間)

  バイオマス製造時間(3時 間) (電圧 380v) (電流  )

  後片ずけに要 した時間(α5時 間)

5.バ イオブリケッ ト生産量(370キ ログラム)

6.運 転人員 と役割分担の内容(6 人)

  常 淑 蘭 さんの した仕事(石 炭の乾燥      ) (3 時間)

 蔡 昌 云 さんの した仕事(石 炭の粉砕      ) (1 時間)

  呂 司 鉄 さんの した仕事(バ イオマスの粉砕   )(3 時間)

 杜   娟 さんのした仕事(石 炭の混合攪拌    ) (1.5時 間)

 陳   梅 さんのした仕事(バ イオブリケッ トの成型)(4 時間)

 齊 少 林 さんの した仕事(職 場α)管理   )(8時 間)

7.バ イオブリケ ットが売れた場合のデータ

 沈陽鉄路風呂場が200キ ログラム買った。それはお湯ボイラー に使 った。

  1キ ログラム 0.25元 で売れた。

 今 日売れたバイオブ リケットの量  (200キ ログラム)
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